
令和 7 年 8 月 18 日

◆前回の改善計画に対する取組み状況

◆今回の自己評価の状況

　1．初期支援（はじめのかかわり）

　事業所自己評価・ミーティング様式 実施日

メンバー 紅谷、角田、酒井、村岡、竹内、鍋島、重田、廣岡

合計（総人数）個人チェック項目
よく

できている
なんとか
できている

ほとんど
できていない

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

あまり
できていない

ほとんど
できていない

サービス利用時に、本人や家族・介護者
が、まず必要としている支援ができていま
すか？

5 2 1

0 前回の課題について取り組めましたか？

事-①

・常に気遣いや、ひとりにならないように声かけをしている。
・できるだけ個々に話しかけ、不安などを話してもらえるように努めている。
・利用者さんが安心して過ごせるように席の配置を考えている。
・得意なこと、好きなことを活動に活かす。苦手なことを把握する。
・職員個々に知り得た情報はその都度　情報発信している。
・ミーティングや基本情報を通じて、事前情報を得る態勢が整っている。

できていない点

・職員が個別で利用者さんのご本人らしさを引き出す機会が少ない。
・介護者の不安を聞いたり、ご家族との関係作りがあまりできていない。
・来所時中は、ご利用者と1対1で話す機会が無い。

サービスの利用を開始する段階で、ご本人が困っている事、ご家族が困っている事、不安や要望に耳を傾けながら双方の安心確
保のための関係づくりに努める。

できている点

④
本人を支えるために、家族・介護者の不
安を受け止め、関係づくりのための配慮を
していますか？

3 4 1

③
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や
通いでの声掛けや気遣いができています
か？

6 2

次回までの具体的な改善計画

　　前回の改善計画

　　前回の改善計画に対する取組み結果

ご利用者やご家族に対して、双方のご意向を正しく理解した上で、『ご本人らしさ』を継続できる安心な居場所作りを支援する。

チーム全体で新規ご利用者の情報を事前に共有した上で迎え入れ、日々のかかわりを経て理解が深まっている。
スムーズな社会参加につながるように導くことでご利用者間に顔見知りの関係が芽生え、新しい人間関係の中にご自分の居場所が
見つかった。

合計（総人数）

8

8

8

8

②

人 人

①
本人の情報やニーズについて、利用開始
前にミーティング等を通じて共有していま
すか？

6 2

・パート勤務者が圧倒的に多く、勤務時間(関われる時間)が限定される。
・送迎専属のスタッフがおり、ご家族さんとお出合いする事がない。
・新規利用者さんの中には独居や日中独居の方もおられ、ご家族と接する機会がない。
・ご利用者と話をする時間が少ない。ご利用者は気を遣っているため、意向を話す事があまりない。

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）

人83 人 5 人



令和 7 年 8 月 18 日

◆前回の改善計画に対する取組み状況

◆今回の自己評価の状況

合計（総人数）

　事業所自己評価・ミーティング様式 実施日

　２．「～したい」の実現(自己表現の尊重) メンバー 紅谷、角田、酒井、村岡、竹内、鍋島、重田、廣岡

個人チェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

人0 前回の課題について取り組めましたか？ 1 人 7 人 人 人 8

　　前回の改善計画

ご本人らしく暮らし続けられるよう、もっとコミュニケーションを図って希望を聞き取り、自己決定・本人本位の実現を支援する。

　　前回の改善計画に対する取組み結果

ご本人から得られた情報は困り事でも希望でも、チーム間で情報共有ができているため、ご本人が乗り気でなかったら参加しない事
も認めている。自ら表現は出来なくても表情から窺い知る事は可能なので、苦痛そうならこの場を離れる選択肢もある。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

②
本人の当面の目標「～したい」がわかって
いますか？

6①
「本人の目標（ゴール）」がわかっています
か？

④
実践した（かかわった）内容をミーティング
で発言し、振り返り、次の対応に活かせて
いますか？

4 4

③
本人の当面の目標「～したい」を目指した
日々のかかわりができていますか？

事-②

8

8

8

8

人

人

人

人

2

1 5 2

3 5

次回までの具体的な改善計画

サービスの利用を開始する段階で、ご本人が困っている事、ご家族が困っている事、不安や要望に耳を傾けながら双方の安心確
保のための関係づくりに努める。

できている点

・ご本人ができる事、できない事を見極めて関わった内容をミーティングで話し合い実践している。
・入浴時など1対1で話せる時は、ご本人の生活について聞くようにしている。
・ご希望が現実的でない時は、それに代わるものを提供して、少しでもご本人らしさが発揮できるように関わっている。
・ご本人の目標を聞き得たらその都度、チームに情報発信している。
・ミーティングで積極的に発言や質問をして、自己実現のための提案をしている。
・ご本人の意向を聞き取るようにしている。「例えば○○はどうですか？」と質問している。

できていない点

・「～したい」がわかりやすい利用者さんのニーズには応えやすいが、意思表示がなかなかできない利用者さんのニーズには応えら
れているのか？差が出ていると感じる。
・意思伝達が図れない方もおられ、正確に聞き取れない。想像しかできない。
・ご本人の自己実現より、自分の業務のゴールを優先させてしまうこともある。
・本音と建て前があり、本音はなかなか聞きにくい。汲み取るにはアセスメント情報が少ない。

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）

・ご本人の声にならない声を、どれほど感じ取れているだろうか。
・介護者側がして差し上げたい目標と、ご本人がしたい目標が違う場合がある。
・意思疎通が図れない利用者さんには『はい』『いいえ』で答えられるように質問しても真意が掴めない。
・ご本人の言っている事と、ご家族の言っている事がちぐはぐで整理できない。
・家族に遠慮して本心を伝えられない方もおられる。
・業務多忙
・ご利用者はサービス事業者に対して「世話になっている」という思いがあるため遠慮がある。



令和 7 年 8 月 18 日

◆前回の改善計画に対する取組み状況

◆今回の自己評価の状況

合計（総人数）

　事業所自己評価・ミーティング様式 実施日

　３．日常生活の支援 メンバー 紅谷、角田、酒井、村岡、竹内、鍋島、重田、廣岡

個人チェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

人0 前回の課題について取り組めましたか？ 5 人 3 人 人 人 8

　　前回の改善計画

ミーティングや申し送りノート・朝礼を通して常に最新情報を共有し、ご利用者の困り事にはチーム内で柔軟な支援を検討し、いち早
く実践に移す。

　　前回の改善計画に対する取組み結果

職員が捉えた兆しや気がかりな情報は速やかに現場に伝達されると、支援の方法を相談して臨機応変に提供している。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

8

④

②
本人の状況に合わせた食事や入浴、排
せつ等の基礎的な介護ができています
か？

5 3 8

①
本人の自宅での生活環境を理解するため
に「以前の暮らし方」が10個以上把握でき
ていますか？

1 2 5

8
ミーティングにおいて、本人の声にならな
い声をチームで言語化できていますか？

4 4

⑤
共有された本人の気持ちや体調の変化に
即自的に支援できていますか？

3 4 1 8

③

事-③

本人の気持ちや体調の変化に気づいたと
き、その都度共有していますか？

5 3

できている点

8

・ご利用者さんが話された重要な内容や様子などは直ちにスタッフ間で共有できている。
・利用者さんが話しをしたい時は個室で話を聞いて気持ちを表出してもらっている。
・普段と違う動きをされていたり、表情の変化がみられる時はスタッフ同士、気づいたことを常に話し合い、適切なケアが提供できる
ようにしている。
・申し送りノートの確認や朝礼で本日のご利用者さんの様子や必要な情報を得ている。
・状況に合わせた食事・入浴・排泄・移動・移乗を行っている。

できていない点

・自宅の生活環境を知らない利用者さんもいる。
・生活環境を理解するために「以前の暮らし方」を10個以上把握できていない。
・1つの事案に対して、対処できる職員と対処できない職員がいる。
・ケアの標準化ができていない。
・受診を促してもなかなか受診してもらえない。
・申し送りは当日スタッフ間だけで情報共有されている。

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）

・以前の暮らし方を10個以上把握できていなくても、今の生活を知った上で支援が入れているのなら、それでいいのではないの
か？
・認知症の利用者さんのご家族さんと十分に連携できていないと、以前の暮らし方を知る事は出来ない。
・直接、ご家族さんと話をする機会が少なくて聞き出せない。
・成功体験を積んでチームの技量を上げていきたいところだが、メンバーへの伝達が進んでいない。誰しも最初からベテランのように
　はいかない。1人だけ突出するのではなく、育成に時間がかかる事を承知の上でチーム全体の技量アップを目指す。
・ご家族様の事情もあろうが、悪化予防の促し受診がままならない。職員側との間に温度差がありジレンマが発生している。
・前回サービス利用時の状況をその日勤務のスタッフが読む機会が無い。(ICT化以前の紙ベースの方が簡単に情報が得られた。)

次回までの具体的な改善計画



令和 7 年 8 月 18 日

◆前回の改善計画に対する取組み状況

◆今回の自己評価の状況

合計（総人数）

　事業所自己評価・ミーティング様式 実施日

　４．地域での暮らしの支援 メンバー 紅谷、角田、酒井、村岡、竹内、鍋島、重田、廣岡

個人チェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

人0 前回の課題について取り組めましたか？ 4 人 3 人 1 人 人 8

　　前回の改善計画

ご利用者を取り巻く環境（離れて暮らす家族や自治会など）に対し、できている事や支援があればできる事、またできなくなった事実
を共有して冷静に判断しながら、安全な暮らしを模索していく。

　　前回の改善計画に対する取組み結果

ご本人が地域の中で暮らし続けるためには、ご家族さんや介護者の事も一緒に考える事が大切。社会資源をうまく取り入れて介護
負担の軽減につながる提案を行ってきた。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

8

②
本人と、家族・介護者や地域との関係が
切れないように支援していますか？

3 3 2 8

①
本人のこれまでの生活スタイル・人間関
係等を理解していますか？

2 4 2

8

④
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地
域の資源等を把握していますか？

1 4 3 8

③
事業所が直接接していない時間に、本人
がどのように過ごしているか把握していま
すか？

1 2 5

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）

・自宅訪問のサービスが不要なかたの場合、来所時中の様子しか知らない。
・地域のマネジメントとしてケアマネに任せていて、深く関わる機会がないので知らないまま。
・ご本人やご家族の想いがある。

次回までの具体的な改善計画

事-④

できている点

・地域包括支援センターや民生委員の方にも協力してもらい、ご本人がご本人らしい安心して生活ができるように支援している。
・利用者さんの変化に気付いたら直ぐにLINEでご家族に情報を伝えている。
・特に独居の利用者さんについては離れて暮らすご家族さんへ密に情報提供を図る手段としてLINEを使用した。写真で現況を共
有している。
・地域の行事に参加するかどうか、ご本人の気持ちを尊重している。独居の方の場合はその情報を離れて暮らすご家族に提供。
・日中独居の方の場合、安否確認で訪問するためにキーボックスを準備していただいている。
・ご家族からの情報があれば、家での様子を知り得る事ができる。

できていない点

・通い以外の日の様子を知らない。生活スタイルや人間関係など、把握できていないご利用者さんがいる。
・在宅日及び夜間の把握は出来ない。独居の方の場合、おっしゃる通り受け止めているが定かではない。
・民生委員や社会資源を知らない。
・自治会等は個人情報については家族任せになっている。



令和 7 年 8 月 18 日

◆前回の改善計画に対する取組み状況

◆今回の自己評価の状況

合計（総人数）

　事業所自己評価・ミーティング様式 実施日

　５．多機能性ある柔軟な支援 メンバー 紅谷、角田、酒井、村岡、竹内、鍋島、重田、廣岡

個人チェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

人0 前回の課題について取り組めましたか？ 6 人 1 人 1 人 人 8

　　前回の改善計画

最善のサービス提供を目指して、小規模多機能型居宅介護の柔軟性を強みに利用者の自立支援を継続する。

　　前回の改善計画に対する取組み結果

介護力不足や介護負担の軽減の求めには、その時点で当方が提供できるＭａｘのサービス内容をご家族に提示し相談してきた。
元日の訪問に始まり、急なお泊り、日曜日の留守番、ご家族からのＳＯＳやお看取り時には日に数回の訪問など、今必要とされてい
る点を見極めて支援できた。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

8

②
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥
当適切に提供されていますか？

5 2 1 8

①
自分たちの事業所だけで支えようとせず、
地域の資源を使って支援していますか？

3 5

8③
日々のかかわりや記録から本人の「変化」
に気づき、ミーティング等で共有すること
ができていますか？

7 1

事-⑤

8

できている点

④
その日・その時の本人の状態・ニーズに合
わせて柔軟な支援ができていますか？

5

次回までの具体的な改善計画

サービスの利用を開始する段階で、ご本人が困っている事、ご家族が困っている事、不安や要望に耳を傾けながら双方の安心確
保のための関係づくりに努める。

3

・ご家族に介護保険の仕組みを説明した上で、最善のサービスの組み合わせ提案を行っているが、ご家族のこだわりもある。
　丁寧に説明を繰り返し、納得のいく選択をされるまで時間をかけて待てるか。
・外部と連携を図る機会が少なく、実際にどのようなものを社会資源・地域資源と呼ぶのかよくわかっていない。
・ご利用者個人個人の理解不足。介護職員不足。

・利用者さんの変化に応じて、通い＋訪問のサービスを提供するなど、ご本人やご家族に対し適切な支援が行えている。
・ご家族からのSOSに迅速に駆け付けている。
・日々変化する状況への対策を事業所内で話し合い、ご家族にも共有して柔軟に対応できている。
・その時の体調に応じて、手引き歩行や車イス移動に変えている。
・ミーティングではスタッフ各々の視点で捉えた意見交換を活発に行っている。
・自宅内での活動を考え、何ができるか、できないかを考えて自立支援している。

できていない点

・３人介助にて入浴支援中の利用者さんに対し、当方がサービス提供できる範囲を超えている事の理解が得られなかった。
・ご家族が一番不安に思っておられる将来について、寄り添いが足りていないかもしれない。
・地域資源を知らない。
・個人個人の潜在能力や好みなどに対しての自立支援。

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）



令和 7 年 8 月 18 日

◆前回の改善計画に対する取組み状況

◆今回の自己評価の状況

合計（総人数）

　事業所自己評価・ミーティング様式 実施日

　６．連携・協働 メンバー 紅谷、角田、酒井、村岡、竹内、鍋島、重田、廣岡

個人チェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

人0 前回の課題について取り組めましたか？ 2 人 5 人 1 人 人 8

　　前回の改善計画

他事業所・関係機関等、必要時には役職に関わらずどの職員でも窓口となって外部に出向いて連携し、ご本人を支えるチームの
一員として協働する。

　　前回の改善計画に対する取組み結果

外部機関の会議に出席する機会がなかった。サービス担当者会議の開催も数少なく、経験値を上げるに至らなかった。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

8

②
自治体や地域包括支援センターとの会議
に参加していますか？

2 2 1 3 8

①
その他のサービス機関（医療機関、訪問
看護、福祉用具等の他事業所）との会議
を行っていますか？

3 2 1 2

8

④
登録者以外の高齢者や子ども等の地域
住民が事業所を訪れますか？

3 2 2 1 8

③
地域の各種機関・団体（自治会、町内
会、婦人会、消防団等）の活動やイベント
に参加していますか？

2 1 2 3

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）

・外部の会議には管理者やケアマネが出席している。ただし、会議での決定事項は申し送りノートや朝礼、ミーティングで知る事が
　できる。
・外部に出向く機会が作れていないから。
・会議の参加は社員が行っている。
・1つの事業所のみで完結している。

次回までの具体的な改善計画

事-⑥

できている点

・地域住民にサロンを開放して、住民同士の交流が取れている。相談窓口にもなっている。
・近所の小学生が『お弁当の蓋が開かない』と助けを求めてきたことから、門戸が開かれていると捉えている。
・ランラン通学や、こども神輿、保育園運動会の招待、獅子舞の他、地域の方からおすそ分けをいただく等、社会参加の機会が持
てている。
・ボランティアさんと、歌や音楽をとおして交流できる機会が定期的にある。
・市内の同業他社と横のつながりを築けた。相談できる所が増えた。
・自身は外部の会議に出る事はないが、担当者が適宜出席し、連携できている。
・関連事業者や医療機関には積極的に出向いて意見を求めたり、相談するなど連携している。

できていない点

・他のサービス機関との会議に参加していない。
・職員誰でもが事業所の窓口になるのはもう少し先。



令和 7 年 8 月 18 日

◆前回の改善計画に対する取組み状況

◆今回の自己評価の状況

合計（総人数）

　事業所自己評価・ミーティング様式 実施日

　７．運営 メンバー 紅谷、角田、酒井、村岡、竹内、鍋島、重田、廣岡

個人チェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

人0 前回の課題について取り組めましたか？ 2 人 4 人 2 人 人 8

　　前回の改善計画

ＢＣＰの計画に基づいて、感染症や自然災害など有事の場合を見越した訓練を計画し実施する。事業所としての弱点を把握し補
強する。

　　前回の改善計画に対する取組み結果

訓練まで実施できていない。BCP計画の内容を皆が十分に把握できていない。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

8

②
利用者、家族・介護者からの意見や苦情
を運営に反映していますか？

3 4 1 8

①
事業所のあり方について、職員として意見
を言うことができていますか？

1 4 3

8

④
地域に必要とされる拠点であるために、積
極的に地域と共同した取組みを行ってい
ますか？

2 5 1 8

③
地域の方からの意見や苦情を運営に反
映していますか？

3 4 1

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）

・利用者支援が中心の日々の中で、事業所のあり方を意識してまで考えていられない。業務でいっぱい。ただ、業務改善では職場
環境の是正について提案している。
・日々の業務に追われている事を言い訳にして自発的ではない。

次回までの具体的な改善計画

事-⑦

できている点

・地域に根差した福祉の窓口として、サロンを開催している。月1回の参加者を募集中。
・避難訓練の実施と同時に、備蓄品の在庫確認が行えている。
・ご家族からの意見があれば、すぐに情報が周知されて改善に結びついている。

できていない点

・事業所のあり方について、スタッフ間で意見交換するほどの意見を持っていない。
・地域との協働。
・事業所の避難訓練には地域住民の応援をいただいているが、吉永区の防災訓練参加は見送っている。
・自主的には関われていない。
・シナリオに応じた避難誘導訓練には職員として参加しているが、イレギュラーな場面に応じた行動はできかねている。



令和 7 年 8 月 18 日

◆前回の改善計画に対する取組み状況

◆今回の自己評価の状況

合計（総人数）

　事業所自己評価・ミーティング様式 実施日

　８．質を向上するための取組み メンバー 紅谷、角田、酒井、村岡、竹内、鍋島、重田、廣岡

個人チェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

人0 前回の課題について取り組めましたか？ 4 人 3 人 1 人 人 8

　　前回の改善計画

身体介護のできる職員を育て、介護技術やケア内容の標準化に努める。どの職員でも同質のケア提供を目指す。

　　前回の改善計画に対する取組み結果

苦手意識の払拭に向けて、スタッフ同士が教え合う土壌が維持できている。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

8

②
資格取得やスキルアップのための研修に
参加できていますか？

5 3 8

①
研修（職場内・職場外）を実施・参加して
いますか？

5 3

8

④ リスクマネジメントに取り組んでいますか？ 6 2 8

③ 地域連絡会に参加していますか？ 3 3 2

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）

・スタッフ皆、忙しくしているので聞くほうも遠慮が発生している。
・地域連絡協議会に参加する立場にない。
・ケアマネ業務が中心となり、介護技術アップの為の研修を受けていない。

次回までの具体的な改善計画

事-⑧

できている点

・新規入職スタッフへの指導は進んで行うようにしている。
・同質ケアになるよう、ミーティングで発言して周知に努めている。
・服薬情報を見える化し、リスクマネジメントに取り組めている。
・研修に参加できている。
・腰痛予防のためにも『抱え上げない介護』に取り組んでいる。
・抱え上げない介護を実践するため、スライディングシートやスライディングシボード、入浴用リフトのネットの使い方など、チーム間で
教え合い、一緒に練習している。
・職場内外での研修に参加し、研修報告書を読んだ上でミーティングでも伝達研修を受けている。

できていない点

・得意とするスタッフに一任するのではなく、誰でも同質のケアが提供できるよう、取り組める機会を増やす。
・従来の固定観念にとらわれて、自分流の介護をしている。



令和 7 年 8 月 18 日

◆前回の改善計画に対する取組み状況

◆今回の自己評価の状況

該当者なし

合計（総人数）

　事業所自己評価・ミーティング様式 実施日

　９．人権・プライバシー メンバー 紅谷、角田、酒井、村岡、竹内、鍋島、重田、廣岡

個人チェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

人0 前回の課題について取り組めましたか？ 3 人 4 人 1 人 人 8

　　前回の改善計画

ご利用者の気持ちになって行うケアや言葉遣いが人権尊重である。自分自身の『慣れ』や『慢心』について素直に振り返り、人権や
プライバシー保護の意義を正しく理解して行動に移す。

　　前回の改善計画に対する取組み結果

利用者さんとはお互いの信頼関係を維持しながら、人生の先輩である事を忘れることなく丁寧なケアの提供に取り組んだ。

確認のためのチェック項目
よく

できている
なんとか
できている

あまり
できていない

ほとんど
できていない

合計（総人数）

8

② 虐待は行われていない 6 2 8

プライバシーが守られている

① 身体拘束をしていない 5 3

適正な個人情報の管理ができている

8

④ 必要な方に成年後見制度を活用している

③

・ただただ大きな声や、あっちこっちから利用者さんを指示しても、混乱を招くだけで上手くいかない。
・「ちょっと待って」「座っていて」など言葉による抑制(スピーチロック)をしていることがある。
・利用者さんのペースに合わせず、こちらの都合で進める事がある。(トイレ、送り時)
・言葉遣いや態度で利用者さんを不快にさせてしまった。
・利用者さんへの声かけ時、スタッフの間違った言葉遣いについて、その場で正せていない。
・トイレ内で話す排泄の話題が筒抜け。

2 6

事-⑨

8

できている点

⑤

なぜ？どうして？できていないのか？（その理由）

1

次回までの具体的な改善計画

7

・職員は情報発信と情報共有に夢中で、他利用者さんに聞かれている事に気付けていない。
・トイレが重なってしまった時や不穏な行動をされる利用者さんの危険回避のために、つい言ってしまう。
・時間配分の見誤り。同時進行時、コントロールしやすい業務を進めて自分のペースに持って行っている。
・他意はないが悪意にとられ誤解を招いてしまった。聞き手にも誠意が伝わるような話し方に注意していく。
・スタッフの気になる言葉遣いについて、即正せばよかったのに目先の業務を優先して注意のタイミングを失ってしまった。
・職員の声が大きく響いてる現状を知ってほしい。耳が遠い方には耳元で話す配慮があれば改善が期待できる。

・利用者さんのタイミングでケアを行っている。
・言葉遣いには常に気を付けている。
・利用者さんが立って歩きたい時は一緒に室内を歩いたり、手伝いをお願いして集中を向けたりして、拘束しないようにしている。
・個人情報を密守するため利用者さんの前での会話には気を付けている。
・施設の施錠はせず、身体拘束のないケアを実践している。

できていない点



人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

小規模多機能型居宅介護事業所
ぬくもりの家大空

3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　　総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R7.12.10

法 人 名
NPO法人
ふれあいセンター　そよ風

代表者名 西岡　正光
法人・事業
所の特徴

　NPO法人であり社会的貢献を目標にしている。小規模だが地域に根差した事業
所として地域との関係性は良好で、利用者を見守って下さる雰囲気の中で運営
している。職員の生活スタイルを大切にした柔軟な勤務時間に設定している。事業所名

合　　計

管理者名 紅谷　さゆり

出 席 者
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者

1 3

利用者家族 地域包括支援センター 近隣事業所 事業所職員 その他

8

項目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意　　見 今回の改善計画

0 1

Ａ 事業所自己評価の確認

　同サービス提供事業所同士、職
員間交流や相互訪問の機会を作っ
てネットワークを強化し、事業所
が持つ役割を再確認する。

R7.3　湖南市内4つの事業所による
部連絡協議会を発足させ、4/21
第1回部会を持つ。(会場：樹林)
R7.11.10　第2回目の部会を計画。
(会場：ぬくもりの家大空)

●『～がしたい』の自己実現を尊重
したくても、ご本人の本音がどこに
あるのかわからない場合、介護相談
員を活用するのも一つの手だて。利
用者への聞き取り等で相談してみて
は？
●利用者の日常生活を支援する時、
『利用者の以前の暮らしを10個以上
把握』できていなくても良いのでは
ないか？　知らないということで自
己評価を下げる必要はない。以前の
暮らしを知らなくても、現状を把握
して今必要なケアを提供する方が重
要と考える。その情報を記録に残し
て周知する事が大切。

　ご利用者が住み慣れたこの地域で暮
らす続ける事を目指したケアを提供す
るため、朝礼や夕方のふりかえりで申
し送りを徹底し、業務の注意点を共有
する。申し送りノートの他に緊急性が
高い場合はＬＩＮＥを併用し、最新の
情報を取り込む方法を探る。

Ｂ 事業所のしつらえ・環境

　事業所はご利用者を取り巻く環
境の一つと考える。既存のサービ
スに捉われず、ご本人やご家族の
状況に応じて、その方にとって必
要なサービスを柔軟に取り入れ
る。

　事業所内を見て感じていただく
のが一番理解してもらいやすい。
この運営推進会議の後、見学会を
持った。

●事業所を見学していただく機会
を設ける。
●施錠は身体拘束に当たる事を職
員は研修を通して正しく理解して
いる。

　ミーティングや抱え上げない介護等
で、職員は環境整備の意義や意識を共有
し、継続的に点検・改善を行う体制を作
る。例えば、通路やフロアの不要物を整
理し、歩行スペースの確保など、小さな
改善を積み重ねる。

Ｃ 事業所と地域のかかわり

　窓を開けて登下校の小学生や散
歩する住民にみんなで挨拶する
等、事業所自体が地域の一員とし
て、日常的に積極的に交流してい
く。

●この土地で20年、高齢者介護の事
業を行ってる。各建物に事業所名の
看板を掲げ、更なる周知に努めた。
●獅子舞見学、ひな祭り展出品、子
ども神輿見学、人権のまつり作品に
出品した。
●夏休み、子どもだけで留守番をし
ていた近隣の子が、『弁当箱のふた
を開けて』と訪ねてきたことから、
地域に認識されている事業所だと考
えられる。

●サロンの時に、子どもも取り込
んで一緒に何かをすると、もっと
交流の場が広がるのではないか。
●以前、中学校に話を持ちかけた
事があったが、職場体験の受け入
れも考えたい。
●挨拶できない人もいる。(1～2
名)　実習生の方かも？

　ご利用者が取り組んだ作品を飾り、
季節感や生活感がある環境に整えて高
齢者が安心して社会交流を図っている
事業所であることを広く知ってもらえ
るよう、子供世代、学校、地域住民な
どと交流する機会を設けて、地域理解
や認知度の向上に働きかける。



Ｄ
地域に出向いて本人の
暮らしを支える取組み

　ご利用者が地域とつながりなが
ら暮らし続けられるよう、職員は
お隣やご近所の方と挨拶以上の会
話ができるように努め、日ごろの
コミュニケーションで関係を深め
ていく。

●各利用者に対して個別の会議は
行われていないが、当事業所が受
け持つ甲西中学校区内で開催され
る地域会議には出席して、地域の
民生委員さんと意見交換や情報共
有の機会が持てている。
●地域住民が集まれるサロンを毎
月第3土曜日　14～15：30に開催。
日々の悩み事や不安を吐き出し、
情報交換や地域交流を図ってい
る。介護・福祉の相談窓口となっ
て助言したり、市へつないでい
る。

●ご家族が地域の方に病気の公表
をしていない場合、認知症がある
方のお散歩などで地域の見守り等
の支えが受けられない。おひとり
で動かれる場合は特に周囲の協力
が得られると良いのだが。
●時短勤務者や送迎や訪問を行わ
ないスタッフは利用者の自宅の様
子や住環境を知らない。聞いてい
るだけではイメージがつかない。

　地域に出向けるご利用者もそうでな
いご利用者も、地域とのつながりが途
切れることがないように注意を払い、
情報を得たらご本人の希望に沿って柔
軟に対応して暮らしに活かす。

Ｅ
運営推進会議を活かし
た取組み

　地域の中にある高齢者問題を話
し合い、そこでの集約を市：高齢
福祉課とも共有し、発信や受信を
重ねて三位一体の協力関係を強化
していく。

　運営推進会議で年に1回事例検討
会を行う際には、地域の心配な
方、もしくはご利用者のケースを
議題に上げている。

●地域での福祉の課題を一緒に考
える場とする。
●少人数の会議なので質問や意見
が出やすい。
●会議を通して市へ要望を上げ
る。

　ご利用者、ご家族、地域、行政、事
業所それぞれから出た意見を集約し、
改善策を講じて利用者支援や事業所運
営に活かす。

Ｆ
事業所の防災・災害対
策

　BCP(業務継続計画)の実用に向け
て、研修や机上訓練、実施訓練を
行い、福祉避難所としても何が足
りないかに気付き、改善を重ねて
いく。

　市の防災訓練とタイアップした
訓練が吉永地区でも行われている
が、参加してこなかった。土砂災
害を想定した防災訓練を、机上訓
練はR7.10月、実動訓練は11月に
行った。

●年２回の避難訓練が義務づけら
れており、隣接するグループホー
ムと合同で実施している。その
際、地域住民にも避難時の協力を
お願いしている。
●事業所一帯が浸水する恐れあ
り。職員自身が被災者となりうる
可能性もあり、野洲川の分断で職
員がいち早く駆け付けれるかわか
らない。
●防災用の備蓄倉庫を法人として
構えた。救援物資が届くまでの数
日をしのぐ必要があり、随時、在
庫を整えている。

　災害時に福祉避難所として地域協力
体制の役割を果たすため、地域の防災
訓練に事業所として参加して地域住民
と互助の関係構築に一歩踏み出す。


